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昆虫類 ＜チョウ目 アゲハモドキガ科＞ 愛知県：準絶滅危惧 （国：リスト外） 
INSECTA ＜LEPIDOPTERA EPICOPEIIDAE＞ AICHI：NT （JAPAN：－） 

フジキオビ Schistomitra funeralis Butler 

 
【選定理由】 
 日本特産種で、全国的に分布が局所的であ
るが、県内には二ヶ所しか記録がない（吉冨・
野中, 1995；矢崎, 2011）。 
 
 
 
 
 

【形 態】 
 開張 46mm～53mm。♂の触角は櫛歯状、
♀の触角は糸状。翅の地色は黒色で、前後翅
に黄色又は黄白色の顕著な斑紋を持つ。腹部
背面は黒色で黄色帯を有する。 
 
 
 
 
 

【分布の概要】 
 本州の関東地方以西、四国、九州に分布。
垂直分布は広く、標高約 2,000m の亜高山か
ら標高 300m 前後の山麓または丘陵まで分布
する。ブナを主とする落葉広葉樹林帯と隣接
する草原（湿原）で見られるが、和歌山県の
ように照葉樹林帯にも分布する。 
 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 成虫は昼行性のガで、年に 1 回、5～6 月頃
に出現する。幼虫の食樹はナツツバキ（ツバ
キ科）が知られている。幼虫は白蝋物質で被
われ、7～8 月頃老熟し、蛹態で越冬するとい
う（杉, 1987）。本種の生息地は食樹ナツツバ
キ（シャラ）の自生地と重なるものと思われ
るが、県内にはナツツバキの自生地そのもの
が少ない。 
 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 県内には設楽町裏谷及び豊田市面ノ木峠の記録のみである。隣県の静岡県、三重県、岐阜県では
記録があるが、数少ない。 
 

【保全上の留意点】 
 食樹ナツツバキと、周辺の生息環境を保全する必要がある。 
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